
ャンコを着ているあの鶏たちを。彼等はGENRI   主人はやつらではない。

と呼ばれるこの収容所のカポーだ。 ・  1‐      主人は参々だ。

やつ らには気をつけよ。               カポーにはなりさがるr■
‐
。

ひな型をとさかにはめさせてはならぬ。       養鶏場はいらない。

ブロイラニがひよこの時から決まっていた運命か   大地こそ,我 々の生きる場だ。

否,否 ,否′                   養鶏場に新たに送り込まれてきた若鳥たちよ:

まず,我々がブ●イラーの収容所に入れられてい

はじめることだ。あきらめずにまずはじめること  ることを自覚せよ。そして,地卵の味を知れ。

だ。 (そ れがようやく,お ろかrA‐ 私にもわかってき   それを広めよ。

た)鶏友に,本当の鶏の姿を教えることだ。主人の   土もなくば,主人とカポーの手で,頭天から肛門

目を盗んでは,外にぬけ出して外の空気と太陽と緑  までくしざしにされて “やきとり"に されて食われ

のすばらしさを教えることだ。太陽の中で息づき,  てしまう時代が必ずやってくるぞ。

はばたくことがどん/■
‐ことかを。 (た だし,最近は   コッケコッコー′

外こそ危険になっていることもつけ加えて)

学 部 の 記 録

.   
人 事 異 動

《採用>                            栃木 省二 (自 然環境研究 教授)

高知大学農学部教授よ(教官の部)

11.4 土井 悠子 (英語 教務員)                  り

11,20 永見  勇 (英語 講 師)            福岡 義隆 (自 然環境研究 助教授)

1 4 中根 周歩 (自 然環境研究 助手)              福島大学教育学部助教
2.1 館山  豊 (英米研究 助手)                授より

(事務の部)                   (事 務の約

10 1 吉井 瑞恵 (社会文化)          10.1 村上 秀子 (用 度⑬

歯学部歯学科より《昇任≫

(教官の部)                        槙田 和子 (学務第二係)

10.1 杉本 助男 (人間動研究 教授)                庶務部人事課職員係より

名古屋大学環境医学研   《配置換≫

所助教授より        (事 務の部)

高橋 史樹 (自 然環境研究 教授)     10.1 上村 恵子 (用 度係)

京都大学農学部助教授               庶務部庶務課秘書係ヘ

より                 山根 博雄 (学務第二係)

庶務部人事課給与第二(事務の部)

10.1 今田 能之 (学務第二係長)                  係ヘ

学務第二主任より    《改姓≫

岩本スミエ (庶務係庶務主任)       11.28 辰川 啓子 (環境科→ 旧姓 桑田

庶務係より

《配置換≫

(教官の部)

10.1 富井 利安 (社会文化研究 助教授)

宮城教育大学教育学部

助教授
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式部  久

渡航先

目 的

期 間

安田 喜憲

渡航先

目 的

期 間

藤原 健蔵

渡航先

目 的

期 間

塚田 松雄

渡航先

目 的

期 間

津端 修一

渡航先

目 的

期 間

佐藤 道郎

渡航先

目 的

期 間

木本 忠昭

渡航先

目 的

期 間

藤井 博信

渡航先

目 的

期 間

前田  渡

渡航先

目 的

期 間

正法地孝雄

渡航先

目 的

期 間

山下 和男

渡航先

目 的

期 間

倉石  晉

渡航先

目 的

期 間

丸山 孝=
渡航先

目 的

期 間

＼v

ー

(ヨ ーロッパ研究 教授)

ギ リシア,イ ラン, トルコ

ギ リシア文化哲学国際会議出席

52. 9.11 ～ 52.9.30

(自 然環境研究 助手)

大韓民国

韓国における環境変遷史と農耕の起源

に関する調査

52.10.1 ～ 52.1025

(自 然環境研究 教授)

大韓民国

韓国における環境変遷史と農耕の起源

に関する調査

52.10.17 ～ 52.1022

(自 然環境研究 教授)

アメ リカ合衆国

生態学研究のため

5210.20～  53. 6.15

(自 然環境研究 教授)

アメ リカ合衆国

流域における水開発と都市計画につい

ての研究

52.1111 ～ 52.1124

(ド イツ語 助教授 )

大韓民国

仏教資料研究

52.1121～ 52.1126

(社会文化研究 助手)

ドイツ民主共和国

海 外 渡 航

(出 張 および研修 )

者

19世紀技術学の成立過程に関する研

究

53. 126- 54. 228

(基礎科学研究 助教授)

アメ リカ合衆国

極低温下での物性研究

53. 2.7-53. 5. 7

(情報行動基礎 教授)

アメ リカ合衆国

システム近似と診断の研究

53 128- 54 1. 1

(情報行動基礎 助教授)

カナダ,ア メ リカ合衆国,オ ランダ

統計学の共同研究および環境医学研究

所等視察

53. 325～ 53.1031

(自 然環境研究 助教授)

アメ リカ合衆国

ポルフィリンおよびクロリンの光電気

化学についての研究

53 2.17～ 53 8.31

(自 然環境研究 教授)

アメ リカ合衆国 ,ブ ラジル

高等植物の水分収支の研究および植物

ホルモン研究

53. 2L19～ 53.4. 3

(ア ジア研究 助教授 )

大韓民国

韓国の伝統的建築構造に関する民族学

的研究

53 2. 8～ 53. 220
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編 :・ 集  後  記

期待に胸をふくらませてくる (も ともとふくらん

■でいる人もいるかもしれなし|｀ 力う 新入生の眼に,総

場鷲譲喜鋪漿ふE:省[翼 :1仇耀
議 活を生ぎ生きとしたものとしてくれる様,

1鶴

鏡ⅢⅢI、 今度で8与を数えぅのに,まだまだ総

く篭:輩[[『[鼈17鮭f百」僣
皆が興味をも

=て
読んでくれる様な誌面にしてはし

達に少しでも伝えられることができれば,幸いであ  いものである。  ~
る。

新入生を暖かくむかえいれたいと思う。

コーハイのみなさん,ガ ンバ リンシヤイヨ/
(引退する編集委員より)
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